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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期
第２四半期
累計期間

第14期
第２四半期
累計期間

第13期
第２四半期
会計期間

第14期
第２四半期
会計期間

第13期

会計期間

自平成21年
　５月１日
至平成21年
　10月31日

自平成22年
　５月１日
至平成22年
　10月31日

自平成21年
　８月１日
至平成21年
　10月31日

自平成22年
　８月１日
至平成22年
　10月31日

自平成21年
　５月１日
至平成22年
　４月30日

売上高（千円） 890,6391,545,668473,441 813,0652,207,433

経常利益（千円） 398,559 856,643 231,794 467,4491,052,043

四半期（当期）純利益（千円） 214,941 459,676 122,972 249,807 567,311

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 757,920 799,110 796,230

発行済株式総数（株） － － 1,314,9008,052,0004,022,400

純資産額（千円） － － 2,199,6373,072,7662,627,874

総資産額（千円） － － 2,564,5623,742,5123,313,806

１株当たり純資産額（円） － － 1,672.86 381.62 653.32

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
172.58 57.11 93.64 31.02 147.13

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
164.38 55.64 89.50 30.23 141.10

１株当たり配当額（円） － － － － 5

自己資本比率（％） － － 85.8 82.1 79.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
276,179 279,015 － － 788,766

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△29,981 △32,055 － － △118,189

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,378,005△15,322 － － 1,454,429

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,025,9172,758,3562,526,719

従業員数（人） － － 58 74 69

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２. 平成21年12月１日付で株式１株につき３株の株式分割及び平成22年７月１日付で株式１株につき２株の株

式分割を行っております。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年10月31日現在

従業員数（人） 74 (32)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社の主たる事業は、インターネットを利用したサービスの提供であり、提供するサービスには生産に該当する事

項はありませんので、生産実績に関する記載はしておりません。

 

(2）受注状況

　当社では概ね受注から役務提供の開始までの期間が短いため、受注状況に関する記載を省略しております。

 

(3）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次の通りであります。

事業別
当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

　
前年同四半期比（％）

　

会員事業部門（千円） 402,931 225.1

マーケティング支援事業部門（千円） 300,281 142.9

広告事業部門（千円） 109,851 130.3

合計（千円） 813,065 171.7

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実

績に対する割合は次の通りであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年８月１日
　至　平成21年10月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
　至　平成22年10月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 97,485 20.6 229,474 28.2

株式会社サイバー・コミュニケーショ

ンズ
－ － 97,802 12.0

ＫＤＤＩ株式会社 － － 89,822 11.0

（注）株式会社サイバー・コミュニケーションズ及びＫＤＤＩ株式会社の前第２四半期会計期間における販売

実績は、総販売実績の100分の10未満であるため金額の記載を省略しております。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

   

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、企業収益が回復基調にあるなど一部明るい兆しはあるものの、為替

相場が15年ぶりの円高水準になるなど、依然として先行きの不透明感が払拭されない状況となっております。個人

消費につきましても、雇用環境や所得環境が本格的な回復には至らず、依然として生活防衛意識や節約志向が続い

ております。

　一方で、我が国のインターネット利用状況は、利用者数、人口普及率ともに年々増加しております。特に当社サービ

ス利用者の中心である20代から30代の女性においては、インターネットを活用する機会がますます増加し、日常生

活への影響力がより一層高まっております。

　このような経営環境の下、当社では事業の基盤である「クックパッド」等のサービス開発・運営に注力し、利用者

の利便性及び満足度の向上を追求してまいりました。平成22年10月における「クックパッド」の月間利用者数は

1,069万人（前年同月比30.9％増）と1,000万人を超え、毎日の献立を決定するプラットフォームとしての位置づけ

を確立しつつあります。このように数多くの利用者にとって生活の中で道具のように使えるサービスを提供すべ

く、社内リソースを集中的に投下してまいりました。利用者の体感速度を基準としたサーバ処理速度の向上や、多様

なニーズに対してより精度の高い検索結果を返すことができるよう利用動向を解析し、テスト駆動開発体制による

迅速な改善を繰り返しております。

　このような取組みにより、月間ページビュー数は４億4,541万ページビュー（前年同月比11.7％増）、累積投稿レ

シピ87万品（前年同月比35.9％増）と堅調に増加しております。

　以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高は813,065千円（前年同四半期比71.7％増）、営業利益は470,658千円

（前年同四半期比103.2％増）、経常利益は467,449千円（前年同四半期比101.7％増）、四半期純利益は249,807千

円（前年同四半期比103.1％増）となりました。

　なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。事業部門ごとの取組み及び関

連市場の動向は以下の通りであります。

　

①　会員事業部門　

　インターネット関連市場におきましては、スマートフォンや多機能端末等デバイスの普及により、従来までの娯

楽用途やビジネス用途に加え、日常的にインターネットを活用する機会が増えております。また、10代から30代の

男女における１日あたりのメディア別接触時間はテレビとインターネットがほぼ同時間となる（(株)博報堂Ｄ

Ｙメディアパートナーズ「メディア定点調査2010」）など、インターネットは不可欠な存在として日々の生活に

浸透しており、生活動線上で利用されている当社のサービスとの親和性がますます向上しております。

　このような環境の下、当社は引き続きモバイルサービス強化に注力してまいりました。既存利用者の満足度向上

のため、利用者がより短い時間で、求めているレシピを決めることができるよう、トップページの表示変更、カテ

ゴリページや検索結果の表示画面の改善を実施いたしました。検索結果が表示される際、お気に入り登録してあ

るレシピが明確になるように改良するなど構成の見直しを徹底してまいりました。

　新デバイス対応につきましても、平成21年11月にリリースしたiPhoneアプリの累積ダウンロード数が140万件を

超え、その後もダウンロード数が増加しており順調に推移しております。

　以上の結果、有料会員数は引き続き増加し、当第２四半期会計期間の売上高は402,931千円（前年同四半期比

125.1％増）となりました。
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②　マーケティング支援事業部門

　食品・飲料業界におきましては、内食回帰の傾向が続いているものの、生活防衛意識や節約志向の高まりを背景

とした価格競争は依然として厳しい状況であります。一方、インターネット広告市場は引き続き拡大しており、食

品・飲料メーカーの出稿額も増加傾向となっております。従来の価格訴求やブランド訴求のみならず、生活者視

点のメニュー提案や使い方の提案など、価格よりも価値を訴求する需要拡大策に取組む企業が増加しておりま

す。

　このような環境の下、当社では引き続き既存顧客を中心としてレシピマーケティングを提案してまいりました。

利用動向の解析や施策における効果指標の整備に継続的に注力した結果、各家庭における顧客商品の認知度が向

上し、店頭売上にも反映されつつあります。

　以上の結果、既存顧客の取扱商品ブランド数が増加し、受注額が増加したことにより、当第２四半期会計期間の

売上高は300,281千円（前年同四半期比42.9％増）となりました。　

　

③　広告事業部門

　当事業部門におきましては、当社サービスが生活動線上のサービスであるという特性と「クックパッド」の月

間利用者数及び月間ページビュー数が前年同四半期に比べ増加傾向であることを背景に、マーケティング支援事

業部門における既存顧客である食品・飲料メーカーからの出稿額が増加いたしました。

　　以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高は109,851千円（前年同四半期比30.3％増）となりました。　

 

(2）財政状態の分析

　前事業年度末から当第２四半期会計期間末までの財政状態の主な変動は以下の通りであります。

　資産につきましては、流動資産が3,093,278千円から3,528,658千円に増加した一方で固定資産が220,528千円から

213,854千円に減少いたしました。これらの主な要因は、流動資産については収益拡大による現金及び預金並びに売

掛金の増加によるものであり、固定資産についてはサーバ及び本社設備の減価償却を実施したためであります。

　負債及び純資産につきましては、流動負債が685,932千円から669,746千円に減少した一方で利益剰余金が

1,036,742千円から1,476,307千円に増加いたしました。

 　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期会計期間末より424,564千円増加し、

2,758,356千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下の通りであります。

　 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは451,121千円の収入（前年同四半期比65.8％増）となりました。この主な要

因は、税引前四半期純利益467,449千円及び減価償却費13,217千円を計上した一方で、売上の増加による売上債権の

増加83,136千円が生じたことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは28,419千円の支出（前年同四半期比10.7％増）となりました。これは、備品

等の有形固定資産の取得によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキュッシュ・フローは1,862千円の収入（前年同四半期比74.3％減）となりました。この主な要因

は、新株予約権の行使に伴う株式発行による収入が生じたことによるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　　該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,648,000

計 27,648,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年12月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,052,000 8,052,000
東京証券取引所

（マザーズ）

　完全議決権株式であり、株

主としての権利内容に何ら

限定のない当社における標

準となる株式であります。

　また、１単元の株式数は100

株となっております。

計 8,052,000 8,052,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年12月１日から四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。　

　

EDINET提出書類

クックパッド株式会社(E22663)

四半期報告書

 8/26



（２）【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

①　平成19年４月30日発行の第１回新株予約権（平成19年４月13日臨時株主総会決議）

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年10月31日）

新株予約権の数（個） 159

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 （注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株） 95,400（注２、５）

新株予約権の行使時の払込金額（円） 300（注３、４、５）

新株予約権の行使期間
自　平成21年４月14日

至　平成29年４月13日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

　発行価格 　300（注５）

　資本組入額 　150（注５）

新株予約権の行使の条件 （注６）

新株予約権の譲渡に関する事項 （注６）

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．株式の内容は「(1）株式の総数等 ② 発行済株式」の内容と同一であります。

２．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、株式の数は、次の算式により調整するものとします。

　　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整

により生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後行使価額＝
調整前行使価額

分割・併合の比率

４．当社が新株予約権発行後、時価を下回る価額で募集株式を発行（株式の無償割当てによる株式の発行及び自

己株式を交付する場合を含み、新株予約権の行使による場合を除く）する場合は、次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後行使価額　＝
調整前

行使価額
×

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数 × １株当たり払込金額

  募集株式発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

５．平成22年７月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

６．当該ストックオプションに係わる行使の条件、譲渡に関する事項は次の通りであります。

(1）権利行使時においても、当社または当社子会社の役員もしくは従業員の地位にあることを要する。

(2）新株予約権者が権利行使期間前から休職しておらず、かつ新株予約権者が権利行使期間中に死亡した場合

には、相続開始後１年内に限り、その相続人が当社所定の手続きに従い、当該新株予約権者が付与された権

利の範囲内で新株予約権を行使できるものとする。ただし、相続人死亡による再相続は認めない。

(3）取締役会の承認を受けた場合以外は、新株予約権の譲渡は認めない。

(4）その他の条件は、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定める

ところによる。
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②　平成20年４月25日発行の第２回新株予約権（平成20年３月14日臨時株主総会決議）

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年10月31日）

新株予約権の数（個） 247

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 （注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株） 148,200（注２、５）

新株予約権の行使時の払込金額（円） 800（注３、４、５）

新株予約権の行使期間
自　平成22年３月15日

至　平成30年３月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

　発行価格 　800（注５）

　資本組入額 　400（注５）

新株予約権の行使の条件 （注６）

新株予約権の譲渡に関する事項 （注６）

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．株式の内容は「(1）株式の総数等 ② 発行済株式」の内容と同一であります。

２．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、株式の数は、次の算式により調整するものとします。

　　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整

により生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後行使価額＝
調整前行使価額

分割・併合の比率

４．当社が新株予約権発行後、時価を下回る価額で募集株式を発行（株式の無償割当てによる株式の発行及び自

己株式を交付する場合を含み、新株予約権の行使による場合を除く）する場合は、次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後行使価額　＝
調整前

行使価額
×

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数 × １株当たり払込金額

  募集株式発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

５．平成22年７月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

６．当該ストックオプションに係わる行使の条件、譲渡に関する事項は次の通りであります。

(1) 権利行使時においても、当社または当社子会社の役員もしくは従業員の地位にあることを要する。

(2）新株予約権者が権利行使期間前から休職しておらず、かつ新株予約権者が権利行使期間中に死亡した場合

には、相続開始後１年内に限り、その相続人が当社所定の手続きに従い、当該新株予約権者が付与された権

利の範囲内で新株予約権を行使できるものとする。ただし、相続人死亡による再相続は認めない。

(3) 取締役会の承認を受けた場合以外は、新株予約権の譲渡は認めない。

(4) その他の条件は、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定める

ところによる。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年８月１日～

平成22年10月31日　

（注）

3,0008,052,0001,200 799,110 1,200 798,535

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

　 平成22年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

佐野　陽光 神奈川県横浜市西区 4,329,000 53.76

穐田　誉輝 東京都港区 1,437,000 17.85

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11－３ 413,900 5.14

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 227,600 2.83

ジェイピー　モルガン　クリアリング

　コープ　セク

ONE METROTECH CENTER NORTH,BROOKLYN,NY

11201　
170,036 2.11

（常任代理人　シティバンク銀行株

式会社）
（東京都品川区東品川２丁目３－14）

日本生命保険相互会社　特別勘定年

金口

東京都千代田区丸の内１丁目６－６　日本生

命証券管理部内
113,200 1.41

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口９）
東京都中央区晴海１丁目８－11 98,300 1.22

ドイチェ　バンク　アーゲー　ロンド

ン　ピービー　ノントリティー　クラ

イアンツ　613　

TAUNUSANLAGE 12,D-60325 FRANKFURT AM

MAIN,FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY
75,000 0.93

（常任代理人　ドイツ証券株式会

社）　

（東京都千代田区永田町２丁目11－１　山王

パークタワー）

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２－２ 53,000 0.66

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 30,000 0.37

計 － 6,947,036 86.28

（注）上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次の通りであります。　

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 　413,900株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 　227,600株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 　98,300株

野村信託銀行株式会社（投信口） 　53,000株
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,047,900 80,479
権利内容に限定のない

標準となる株式

単元未満株式 普通株式　 　3,800 － －

発行済株式総数 8,052,000 － －

総株主の議決権 － 80,479 －

　　

②【自己株式等】

 平成22年10月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

クックパッド株式会社
東京都港区白金台５丁目

12－７　
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
５月

６月 ７月 ８月 ９月 10月

最高（円） 8,250
9,330

□4,380
4,720 4,960 4,850 4,830

最低（円） 6,740
7,450

□3,905
3,865 4,330 4,210 4,190

（注）１．最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものであります。

　２．□印は、株式分割（平成22年７月１日、１株→２株）による権利落後の最高・最低株価を示しております。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年５月１日から平成21年10月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年５月１日から平成22年10月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年８月１日から平成21

年10月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年５月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半期財務諸

表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期会計期間（平成22年８月１日から平

成22年10月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年５月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期財

務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なっております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。 

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

資産基準　　　　　0.9％

売上高基準　　　　0.0％

利益基準　　　　△0.3％

利益剰余金基準　△0.6％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,758,356 2,526,719

受取手形及び売掛金 723,503 517,865

繰延税金資産 44,635 42,674

その他 4,357 7,585

貸倒引当金 △2,193 △1,566

流動資産合計 3,528,658 3,093,278

固定資産

有形固定資産

建物 58,637 31,470

減価償却累計額 △38,166 △31,470

建物（純額） 20,470 －

工具、器具及び備品 136,261 131,529

減価償却累計額 △82,176 △66,115

工具、器具及び備品（純額） 54,084 65,414

建設仮勘定 － 25,765

有形固定資産合計 74,555 91,180

無形固定資産 4,002 2,909

投資その他の資産

関係会社株式 45,725 45,725

差入保証金 61,429 68,709

破産更生債権等 178 178

繰延税金資産 39,641 14,723

貸倒引当金 △178 △178

投資損失引当金 △11,499 △2,719

投資その他の資産合計 135,296 126,438

固定資産合計 213,854 220,528

資産合計 3,742,512 3,313,806

負債の部

流動負債

買掛金 8,265 7,001

未払金 179,413 159,111

未払法人税等 426,297 434,464

未払消費税等 36,982 51,568

その他 18,787 33,785

流動負債合計 669,746 685,932

負債合計 669,746 685,932

純資産の部

株主資本

資本金 799,110 796,230

資本剰余金 798,535 795,655

利益剰余金 1,476,307 1,036,742

自己株式 △1,185 △752

株主資本合計 3,072,766 2,627,874

純資産合計 3,072,766 2,627,874

負債純資産合計 3,742,512 3,313,806
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年５月１日
　至　平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年10月31日)

売上高 890,639 1,545,668

売上原価 21,785 22,394

売上総利益 868,853 1,523,273

販売費及び一般管理費 ※
 458,530

※
 658,482

営業利益 410,322 864,791

営業外収益

受取利息 152 410

その他 313 828

営業外収益合計 466 1,238

営業外費用

株式交付費 11,734 －

為替差損 243 68

投資損失引当金繰入額 － 8,779

その他 250 537

営業外費用合計 12,229 9,386

経常利益 398,559 856,643

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,717

特別損失合計 － 4,717

税引前四半期純利益 398,559 851,926

法人税、住民税及び事業税 191,131 419,128

法人税等調整額 △7,514 △26,878

法人税等合計 183,617 392,249

四半期純利益 214,941 459,676
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成21年10月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年８月１日
　至　平成22年10月31日)

売上高 473,441 813,065

売上原価 11,689 11,734

売上総利益 461,751 801,330

販売費及び一般管理費 ※
 230,182

※
 330,672

営業利益 231,569 470,658

営業外収益

受取利息 112 178

その他 266 350

営業外収益合計 378 528

営業外費用

為替差損 39 －

投資損失引当金繰入額 － 3,202

その他 113 535

営業外費用合計 152 3,737

経常利益 231,794 467,449

税引前四半期純利益 231,794 467,449

法人税、住民税及び事業税 119,612 246,616

法人税等調整額 △10,790 △28,974

法人税等合計 108,822 217,641

四半期純利益 122,972 249,807
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年５月１日
　至　平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 398,559 851,926

減価償却費 20,625 25,893

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,717

貸倒引当金の増減額（△は減少） 620 627

投資損失引当金の増減額（△は減少） － 8,779

受取利息及び受取配当金 △152 △410

株式交付費 11,734 －

売上債権の増減額（△は増加） △63,412 △205,637

たな卸資産の増減額（△は増加） △39 173

仕入債務の増減額（△は減少） 87 1,263

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,354 △14,585

その他の資産の増減額（△は増加） △3,646 3,558

その他の負債の増減額（△は減少） 24,017 25,353

小計 390,750 701,659

利息及び配当金の受取額 56 443

法人税等の支払額 △114,626 △423,088

営業活動によるキャッシュ・フロー 276,179 279,015

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △28,784 △30,389

無形固定資産の取得による支出 △1,196 △1,666

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,981 △32,055

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 1,378,005 5,224

自己株式の取得による支出 － △435

配当金の支払額 － △20,111

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,378,005 △15,322

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,624,203 231,637

現金及び現金同等物の期首残高 401,713 2,526,719

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,025,917

※
 2,758,356
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益は2,562千円、税引前四半期

純利益は7,280千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始により、投資その他

の資産の「差入保証金」が7,280千円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

２．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用し

て貸倒見積高を算定しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

給料手当

貸倒引当金繰入額

143,543　

620

千円　

　

給料手当

貸倒引当金繰入額

226,392　

627

千円　

　

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

給料手当

貸倒引当金繰入額

73,982　

289

千円　

　

給料手当

貸倒引当金繰入額

116,720　

△4,016

千円　

　

　

EDINET提出書類

クックパッド株式会社(E22663)

四半期報告書

18/26



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年10月31日現在）

 （千円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年10月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,025,917

現金及び現金同等物 2,025,917

　

現金及び預金勘定 2,758,356　

現金及び現金同等物 2,758,356　

　

 

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年５月１日　至　平成22年

10月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　8,052,000株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　302株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

 (1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

取締役会
普通株式 20,111 5.00 平成22年４月30日 平成22年７月30日利益剰余金

　　

(2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

　　該当事項はありません。

　

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日） 

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（有価証券関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日） 

該当事項はありません。 　

  

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日） 

該当事項はありません。
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（持分法損益等）

前第２四半期会計期間（自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日） 

該当事項はありません。

　

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日） 

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

１．ストック・オプションに係る当第２四半期会計期間における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

　

２．当第２四半期会計期間に付与したストック・オプションの内容

該当事項はありません。　

　

 

（企業結合等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日） 

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）

　該当事項はありません。　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自平成22年５月１日　至平成22年10月31日）及び当第２四半期会計期間（自平成22

年８月１日　至平成22年10月31日）

当社は、単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年10月31日）

前事業年度末
（平成22年４月30日）

１株当たり純資産額 381.62円
 

１株当たり純資産額 653.32円
 

（注）当社は、平成22年７月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の

開始の日に行われたと仮定した場合における前事業年度末の１株当たり純資産額は326.66円であります。

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 172.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
164.38円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定にあた

り、当社は平成21年７月17日に東京証券取引所マザーズ市

場へ上場しているため、非上場期間の平均株価は新規上場

日から当第２四半期会計期間末までの平均株価を適用して

おります。　
 

１株当たり四半期純利益金額 57.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
55.64円

　

（注）１．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の

通りであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 214,941 459,676

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 214,941 459,676

期中平均株式数（株） 1,245,489 8,048,166

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 62,111 212,429

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

２．当社は、平成21年12月１日付で株式１株につき３株の株式分割及び平成22年７月１日付で株式１株につき

２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の開始の日に行われたと仮定した場合にお

ける前第２四半期累計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は28.76円、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額は27.39円であります。　
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前第２四半期会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 93.64円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
89.50円

 

１株当たり四半期純利益金額 31.02円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
30.23円

 

（注）１．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の

通りであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 122,972 249,807

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 122,972 249,807

期中平均株式数（株） 1,313,217 8,050,915

 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 60,792 211,768

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

２．当社は、平成21年12月１日付で株式１株につき３株の株式分割及び平成22年７月１日付で株式１株につき

２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度の開始の日に行われたと仮定した場合にお

ける前第２四半期会計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は15.60円、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額は14.91円であります。
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（重要な後発事象）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

平成22年12月３日開催の当社経営会議において、下記の通り株式分割の実施を決議いたしました。　

　

(1）株式分割の目的

株式分割を実施することで当社株式の投資単位あたりの金額を引き下げることにより、流動性の向上及び投資家

層の拡大を図ることを目的といたします。

　

(2）株式分割の概要

①　分割の方法

平成22年12月31日最終の株主名簿に記録された株主の所有普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いた

します。

②　分割により増加する株式数（平成22年12月３日現在の発行済株式数にて試算）

株式分割前の発行済株式総数 ： 8,052,000株

今回の分割により増加する株式数 ： 8,052,000株

株式分割後の発行済株式総数 ：16,104,000株

株式分割後の発行可能株式総数 ：55,296,000株

（注）上記発行済株式総数は、新株予約権の行使により増加する可能性があります。

　

(3）日程

基準日公告日 平成22年12月15日

基準日 平成22年12月31日

効力発生日 平成23年１月１日

　　

当該株式分割が前事業年度の開始の日に行われたと仮定した場合の１株当たり情報及び当事業年度の開始の日

に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下の通りとなります。

　

１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年10月31日）

前事業年度末
（平成22年４月30日）

190.81円 163.33円

１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.38円 １株当たり四半期純利益金額 28.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13.69円 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 27.82円

前第２四半期会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7.80円 １株当たり四半期純利益金額 15.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 7.45円 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15.11円

　

　

（リース取引関係）

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日） 

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成21年12月10日

クックパッド株式会社

取締役会　御中

 

あ ず さ 監 査 法 人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員  公認会計士 筆野　　力　　印

 

 指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　雅之　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ているクックパッド株式会社の平成21年５月１日から平成22年４月30日までの第13期事業年度

の第２四半期会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）及び第２四半期累計期

間（平成21年５月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責

任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行わ

れており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、クックパッド株式会社の平

成21年10月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累

計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年12月１日付で１株につき３株の割合

で株式分割を行っている。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、そ

の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成22年12月9日

クックパッド株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員  公認会計士 筆野　　力　　印

 

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　雅之　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ているクックパッド株式会社の平成22年5月1日から平成23年4月30日までの第14期事業年度の

第2四半期会計期間（平成22年8月1日から平成22年10月31日まで）及び第2四半期累計期間（平

成22年5月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照

表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責

任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行わ

れており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、クックパッド株式会社の平

成22年10月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期会計期間及び第2四半期累計

期間の経営成績並びに第2四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年12月3日開催の経営会議において株

式分割を決議している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、そ

の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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